
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　まちなか図書館は、豊橋駅から徒歩５分の距離にある市街地再開発ビル内に整備された新しい図書館です。本の閲覧や貸
出といった図書館の基本的な機能に加え、訪れた人同士の交流が生まれ、そこから新しいコミュニティや活動が生まれるよう
な施設となることを目指しています。このため、本やインターネットといった活字の情報だけでなく、講座やセミナーなどを積極
的に開催することで、人から人へ生きた情報が伝わる機会を提供しています。
　また図書の配架についても、従来の図書館で使用されてきたNDC（日本十進分類法）にとらわれず、館内の各ゾーン・スペー
スのコンセプトに沿って並べる全国的にも珍しい独自のテーマ配架を行っています。
　令和３年１１月に開館し、開館初年度には来館者数が６０万人を超えました。

防　災　行　政

バ　イ　オ　マ　ス　利　活　用　セ　ン　タ　ー

こども若者総合相談支援センター「ココエール」

そ　の　他

　南海トラフ巨大地震は今後４０年以内に発生する確率が９０％程度に引き上げられました。豊橋市でも甚大な被害が出ると予
想されています。そのような状況下、災害時における被害情報の速やかな収集を可能とするため、平成２９年度に豊橋市ド
ローン飛行隊『ＲＥＤ　ＧＯＢＬＩＮＳ』を結成しました。活動内容は災害時における被害調査だけでなく、市の広報や記録といった
公共の用に供することを目的とした活動も行っています。
　その他にも、防災リーダーの育成、避難所開設に必要な資機材をまとめて収納した「避難所開設ＢＯＸ」の整備、防災に女性
の参加と目線を取り入れる検討会の開催など、あらゆる方面から防災行政を推進しています。

　バイオマス利活用センターは、下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥、さらには生ごみを資源とする複合バイオマスエネルギー化施設
です。バイオマスの１００％エネルギー化やＣＯ２を削減することで、エネルギーの地産地消や地球温暖化防止対策など環境の
保全に寄与しています。また、下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥、生ごみの集約処理により、２０年間で約１２０億円の処理費用の
削減が見込まれています。本事業には市民の皆様の協力による生ごみの分別が不可欠であり、市民・事業者・行政が一体と
なって環境に配慮したまちづくりを推進しています。
　令和２年度には、バイオマス利活用センターが新エネ大賞「経済産業大臣賞」を受賞しました。

　ココエールは、児童福祉法に規定される「子ども家庭総合支援拠点」と、子ども・若者育成支援推進法に規定される「子ども・
若者総合相談センター」の両方の機能をもつ複合的な相談窓口です。そのため、０歳から４０歳未満までの子どもや若者及び
その家族に関する相談（例えば、子育てや発達、学校生活から就労など様々な悩みや不安）から支援までを対応します。
　ココエールは平日だけでなく、土・日曜日も開館しています。
　・月曜日から金曜日の開館時間：９時～１９時
　・土曜日及び日曜日の開館時間：９時～１７時
　※年末年始・祝日は除く。

・道の駅とよはし
・豊橋市立八町小学校のイマージョン教育
・ＩｏＴを活用した水道スマートメーター　など

ま　ち　な　か　図　書　館

豊橋市では、行政視察の受け入れ

を積極的に行っております。

豊橋市の特色ある施策をご紹介さ

せていただきますので、視察先とし

てご検討いただければ幸いです。

豊橋市の特色ある施策
～行政視察のお申し込み多数～


